






研究目的 

 新生児とくに極小未熟児の頭蓋内出血は,頻度が高く(50-60％)新生児死亡率・罹病率に

大きな影響を与えている。その発生原因は,多因子的で,予防および治療上からその原因解

明が急がれている。また,これらの疾病構造は周産期医療の医療内容によっても変貌し得る

可能性があり,いかに取り扱うかが問題である。また予防調査による周産期医療へのフィー

ドバックが不可欠である。 

 本研究では,1)各施設における新生児頭蓋内出血の実態，2)発生原因に関する基礎的・病

態生理学的研究により,最も重要な発生・増悪因子の解明,3)早期新生児期(周産期)におけ

る頭蓋内出血と臨床的諸因子の関連性および短期予後の評価法について検討を加えた。 


